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子どもの歌の弾き歌い学習におけるネットレッスンの活用

小倉　隆一郎＊

Use of Online Lessons to Teach Children How to Sing Along  
as They Play a Musical Instrument

 Ryuichiro OGURA

要旨　本学ではピアノの基礎技能養成と子どもの歌の弾き歌いの指導に，Music Laboratory システム
を利用している．これらの授業を支援する目的で，ピアノの基礎技能については，受講する学生に
2006 年から模範演奏データを提供しており，改善を加えながら現在も継続している．一方，子どもの
歌の弾き歌いについては 2012 年にビデオによる模範演奏データを提供する試みを行った．この試用に
よって，演奏のスピードが変えられない，著作権の問題，手元映像がやや不鮮明などの問題点が認めら
れた．これらの問題点に対応するデータ提供方法を検討していたところ，この度，ヤマハ株式会社より

「ヤマハミュージックレッスンオンライン」の試用の許諾が得られたため，本論ではこのサイト内の「ピ
アノ弾き歌い講座」の試用報告を中心に述べる．
キーワード：ピアノ学習　弾き歌い　幼児教育　小学校教員養成課程　ミュージックラボラトリー

１．研究課題

本学教育学部心理教育課程では保育資格および
幼稚園教諭 1 種免許取得に必要な音楽科目として

「音楽Ⅰ・Ⅱ」を設置している．「音楽Ⅰ・Ⅱ」で
は Music Laboratory（以下 ML と略）を使った
40 名前後のクラス授業でピアノの基礎技能と子
どもの歌の弾き歌いを学習している．この授業で
は，履修学生数が多いこと，そしてピアノの初心
者が約 2 割含まれることから，自学自習を支援す
る教材が必要である．ピアノの基礎技能について
は，受講する学生に 2006 年から模範演奏データ
を提供しており，改善を加えながら現在も継続し
ている（小倉 2006）．子どもの歌の弾き歌いにつ
いては，教材のデータ形式とメディアに問題があ
り，利用可能な状態で模範演奏を提供するには
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至っていない．
子どもの歌の弾き歌いについては，学生から，

バイエルを主とした練習曲だけでなく，「子ども
の歌」の弾き歌いを映像で提供してほしい旨の要
望があり，2012 年にビデオによる模範演奏デー
タを提供する試みを行った．そこでは「子どもの
歌」の映像データをサンプルとして録画し，イン
ターネット経由で提供した。数種の提供方法を試
みた結果，視聴の手続きが簡単な動画共有サービ
ス「YouTube」に，子どもの歌２曲をアップロー
ドし，これらの動画を学生に視聴してもらい，そ
の後アンケートを実施した．アンケート結果から，
端末の画質・音質は，これらの学習目的に必要充
分であることが分かった．また，模範演奏の動画
を提供することは，学生の学習に有用であること
が明らかになった（小倉 2012）．一方，この試用
によって，次の 3 つの問題点が認められた．
（1）演奏のスピードが変えられない
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（2）著作権の問題
（3）手元映像がやや不鮮明
これらの問題点に対応するデータ提供方法を検

討していたところ，この度，ヤマハ株式会社より
「ヤマハミュージックレッスンオンライン」の試
用の許諾が得られたため，本論ではこのサイト内
の「ピアノ弾き歌い講座」の試用報告を中心に述
べる．

２．「ヤマハミュージックレッスンオンライン」
と「ピアノ弾き歌い講座」の概要

「ヤマハミュージックレッスンオンライン」は
2006 年に運営を開始した音楽レッスンサイトで
ある．楽器の種類別には，次の 15 の講座が開設
されている．

「エレクトリックギター」，
「アコースティックギター」，
「クラシックギター」，
「エレクトリックベース」，「ウッドベース」，
「ウクレレ」，「ピアノ」，「バイオリン」，
「チェロ」，「サクソフォン」，「フルート」，
「クラリネット」，「トランペット」，
「ブルースハープ」，「オカリナ」，
「ドラム・パーカッション」

また，楽器以外では，「ボーカル・くちぶえ」，「楽
譜」，「CUBASE」，「TENORI-ON」の 4 種がある．
この内，「CUBASE」はコンピュータを利用する
音楽制作ソフト Cubase 7 の操作を学習するレッ
スンである，「TENORI-ON」は YAMAHA と岩
井俊雄氏の共同開発による電子楽器であるが，こ
の講座では iOS 版 TENORI-ON「TNR-i」の基本
操作や演奏方法を扱っている．以上，概観したと
ころ，本講座の全体は，楽器のレッスンを初歩か
ら始める人やコンピュータで音楽制作をめざすマ
ニアまで，幅広い学習者を対象とした内容である．
「ピアノ」講座のなかには「はじめてのジャズ

ピアノ」「平成 26 年保育士試験ピアノ講座」そし
て「こどものうた ピアノ弾き歌い講座」（以下「弾

き歌い講座」と略）が開設されている．
レッスンの内容は，次の 2 種に大別される．

（1）講師の模範演奏および演奏のポイント・注意
事項を解説したビデオを受講者が試聴する

（2）上の（1）に加えて，受講者が自身の演奏を
録画した動画を担当講師に送り，講師からメー
ルまたは動画で返信があり，アドヴァイスを受
ける

「弾き歌い講座」のレッスン内容は（1）に該当
する．
「弾き歌い講座」のレッスンは次のように構成

されている．
①模範演奏⇒②弾き歌いポイント解説⇒③ピアノ

伴奏（初級編・中級編・上級編）
上の③には，曲によっては「コード弾きにチャ

レンジ！」が含まれる．

３．「ピアノ弾き歌い講座」の特徴

「弾き歌い講座」の内容を，ML 授業の支援と
して試用する観点から検証する．
3-1 楽曲のレパートリー
「弾き歌い講座」で学習できる歌は 2014 年 10

月 11 日現在，68 曲である．
本学の「音楽Ⅰ・Ⅱ」授業では，弾き歌いの楽

譜として『こどもの歌名曲アルバム』（ドレミ楽
譜出版社）を使い，学習順の目安として「子ども
の歌 学習順」を受講生に提示している．「子ども
の歌 学習順」は幼稚園・保育所で歌う頻度が高
い順に並べた曲目表である．これは数種の先行研
究を基に筆者がまとめ，3 ～ 4 年に一度改訂して
いる．表 1 に「子どもの歌 学習順」の 1 位から
25 位までを示す．表中「講座」の〇印は「弾き
歌い講座」のレパートリー 68 曲中に含まれる曲
である．また，「小学」の（小）のマークは 2010
年 10 月調査時点で小学校の教科書に掲載されて
いる歌である．

幼稚園・保育所で頻繁に歌われる上位 25 曲の
内，「弾き歌い講座」に含まれる歌は 11 曲である．
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表 1　「子どもの歌 学習順」

No 講座 曲　　　名 小学
1 　 おべんとう 　
2 　 おかえりのうた 　
3 　 ハッピー・バースディ 　
4 〇 ぞうさん （小）
5 〇 たなばたさま （小）
6 〇 むすんでひらいて 　
7 　 チューリップ 　
8 〇 大きな栗の木の下で （小）
9 　 大きな古時計 （小）
10 　 ちょうちょう 　
11 〇 手のひらを太陽に 　
12 〇 どんぐりころころ 　
13 〇 とんぼのめがね （小）
14 〇 うれしいひなまつり （小）
15 　 手をたたきましょう （小）
16 　 かたつむり （小）
17 　 かえるの合唱 （小）
18 　 ミッキー・マウス・マーチ （小）
19 〇 いぬのおまわりさん 　
20 　 げんこつやまのたぬきさん 　
21 　 しゃぼん玉 （小）
22 〇 たきび 　
23 　 赤とんぼ （小）
24 　 いちねんせいになったら （小）
25 〇 おもいでのアルバム 　

3-2 楽譜

各曲とも初級・中級・上級の 3 種類が用意され
ている．すべての曲は，斉藤麻理子氏の編曲との
こと．
「アイアイ」の初級楽譜の冒頭を下に提示する．

譜例 1-A　「アイアイ」初級 指使い等有り

譜例 1-B　「アイアイ」初級 指使い等無し

初級・中級・上級の楽譜とも，指使いと弾き方
歌い方のアドヴァイスが記入された楽譜（譜例
1-A）と記入のない楽譜（譜例 1-B）の 2 種がある．
初級楽譜の特徴は，次の 2 点である．

（1）大譜表 + ト音譜表の声楽譜である
（2）メロディーの音の約半数はピアノで弾かない

簡易伴奏譜の多くは大譜表を用い，ピアノ譜の
右手部分ト音譜表上の音符は歌のメロディーその
ものである．ピアノ伴奏でメロディーを弾かない
場合，特に初心者では歌い難い場合がある．ただ
し，当講座「アイアイ」の初級楽譜を見ると，歌
のメロディーを弾かない部分（例えば，譜例 1-A
の 5 小節目）では，右手の和音の上声部にメロ
ディーの音を配しているため，歌の一拍目の音程
はとりやすいと考えられる．しかし，『こどもの
歌名曲アルバム』が大譜表 2 段譜なのに対して，

「弾き歌い講座」の同曲は 3 段譜であり，見た目
の相違は大きい．筆者担当の ML 授業を受講生
のうち，とりわけ初心者においては，この譜表の
違いに違和感をもつ学生がいるかもわからない．

譜例 2　「アイアイ」中級
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「アイアイ」の中級楽譜（譜例 2）は，右手で
メロディーを弾き，左手は 8 分音符の軽やかな伴
奏をリズミカルに奏する．本学で使用している『こ
どもの歌名曲アルバム』の同曲の伴奏譜は，この
講座の中級レベルと同等の編曲である．

譜例 3　「アイアイ」上級

「アイアイ」の上級楽譜（譜例 3）は，ピアノ
でメロディーを一切弾かない両手伴奏で，その音
型は同曲のオリジナル楽譜とほぼ同様である．

譜例 4　「アイアイ」上級　指使い入り

また，上級楽譜には，すべての音符に指使いを
記入した楽譜「ピアノ伴奏 上級（指使い入り）」
が用意されている．譜例 4 は「アイアイ」の例で
ある．

3-3　レッスン動画について
（1）レッスン動画の内容

「弾き歌い講座」のメインコンテンツである
「レッスン動画」は次の 3 種のビデオで構成される．
1） 模範演奏
2） 弾き歌いポイント解説
3） ピアノ伴奏動画
「模範演奏」は弾き歌いする講師を正面から撮っ

た画像である（図 1 参照）．歌う際の口の開け方や，
表情の変化を細かく観察することができる．また

「弾き歌いポイント解説」は「模範演奏」と同じ
アングルで，弾き方と歌い方の注意点・歌詞の発
音のポイント・間違いやすい点他について講師が
解説している．

図 1　「模範演奏」の画面

「ピアノ伴奏動画」は鍵盤と講師の手元を上か
ら撮影した画像である（図 2 参照）．

図 2　「ピアノ伴奏動画」の画面

講師の指使いを確認することができる．ML 授
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業の支援の目的には，もっとも適切なモードと考
えられる．

（2）動画再生機能
「レッスン動画」の再生では，Windows 付属の

メディアプレーヤーの再生機能に加えて，次の 2
種の独自機能が装備されている．
1） AB リピート

あらかじめ設定した A 点と B 点の間を反復再
生する機能である．動画再生機能のヘルプには「特
定の箇所を集中的に練習したい時などに活用でき
ます」と記載されている．演奏が困難な部分を繰
り返し試聴し，指使いと手の運びを確認すること
ができる．次の「テンポ変更」機能と併せて，弾
き歌いの練習への活用が期待される．
2） テンポ変更
「テンポ」の右の「+」「－」ボタンをクリック

することによって，再生のスビードを 50% から
200% まで変更することができる．テンポを変更
しても音程は変わらない．テンポの速い曲では，
再生スピードを遅くして試聴することにより，指
使いなどが把握し易くなる．とりわけ，初心者の
学習には有用な機能と考える．

上の 2 種の独自機能において筆者が試用した際
の問題点は次の 2 点である．1 点目は，「AB リピー
ト」機能において，A 点と B 点を設定する際，
一寸したコツが必要である．動画を再生しながら
A ボタン・B ボタンをクリックして，それぞれ
A 点と B 点を決定するが，歌を聴きながらクリッ
クすると，若干遅れた点で確定してしまう．特に
リピート開始の A 点は遅れがちなため，決定後，
再生位置を示す◎（中円が赤丸の）印のスライダー
を少し左に戻して再決定する必要があった．2 点
目の問題点は，「テンポ変更」を実行すると，音
声の質が低下することである．音程は変わらない
が，変調ノイズに似た不安定な音に変化し，音量
もやや低下する．

4．学生による試用結果の報告

「弾き歌い講座」を，ML 授業を受講している
学生に試用してもらい，どのような活用方法が適
しているか，問題点はあるか，PC やスマホ等の
メディアによる違いがあるか，他についてアン
ケートと聞き取り調査によって明らかにする．ヤ
マハ株式会社より「弾き歌い講座」が一ヶ月受講
できる 3 名分の ID とパスワードを発行していた
だいた．従って，本論で講座を試用する学生は，
女子 2 名・男子 1 名の計 3 名とし，ピアノ演奏の
レベルが偏らないよう考慮して人選した．
4-1 「弾き歌い講座」試用の概要

（1）試用の目的
ML 授業の弾き歌い学習を支援する観点から，

本講座の内容および機能が有用であるかを検証す
る．学習者の立場から，授業との関連，楽譜とレッ
スン動画の使い易さについての意見を求める． 

（2）期間
2014 年 10 月 1 日～ 27 日

（3）被験者について
3 名とも文教大学教育学部心理教育課程第 3 学

年の在籍者であり，筆者が担当する「器楽伴奏法
Ⅱ」（ML システムによる授業）を履修している．

表 2　被験者の情報

性別
ピアノの
レベル

使用メディア※

学生 A 男 ソナチネ
Android

タブレット

学生 B 女 ソナタ
iPhone
スマホ

学生 C 女 バイエル終了
Windows
パソコン

※「使用メディア」は主として試用するメディアであり，あら
かじめ筆者が種類を提案した．

（4）方法
学生 3 名に 2 ～ 3 週間程度試用してもらい，直

後に，アンケートまたは聴き取り調査を実施する．



― 142 ―

「教育学部紀要」文教大学教育学部 第 48 集 2014 年 小倉 隆一郎

試用の内容と手順は以下の通りである．
1）現在学習している，またはこれから学習する

曲について，学生の演奏技術力に応じた難易度
の楽譜をダウンロード

2）以下のビデオを試聴
①模範演奏を⇒②弾き歌いポイント解説⇒③ピ

アノ伴奏（適当な難易度を選択する）
3）自学自習
4）上の 2）③を確認，3）を繰り返し練習する
5）  2）③の視聴に際し、「テンポ変更」と「AB

リピート」の 2 つの機能を適宜試す
6）  2）③のビデオに合わせて，弾き歌いの練習

を試みる
4-2 結果報告

アンケートの結果を以下に報告する．
（1）レッスンに使用した楽曲

レッスン用の楽譜は 3 曲をダウンロードするよ
うに指示した．3 名の学生が使用した曲名とその
楽譜のレベルを以下に示す．

表 3　ダウンロードした楽譜

曲　　名 楽譜のレベル

学生
A

にんげんっていいな 初級
夢をかなえてドラえもん 中級
たなばたさま 中級

学生
B

アイスクリームのうた 上級
おもちゃのチャチャチャ 上級
やぎさんゆうびん 上級

学生
C

かわいいかくれんぼ 初級
あいうえおにぎり 初級
バスごっこ 中級

（2）楽譜について
①楽譜の難易度は適切ですか？
②楽譜の書き方について、普段使っている楽譜と

比較して使いやすさはどうか？
の質問に対し，初級・中級・上級それぞれの楽

譜を選んだ学生の回答を下表にまとめる．

表 4　楽譜の難易度と現楽譜との比較

①難易度 ②現楽譜との比較

上級 丁度よい 同程度

中級 やや難しい やや使い難い

初級 やや難しい やや使い難い

現楽譜との比較で「やや使い難い」と答えた学
生は，その理由として「伴奏とメロディーが別に
なっていたため」「普段使っているものと形式が
異なるため」と述べている．
③楽譜に書き込んであるアドヴァイスのコメント

はいかがですか？の質問に対し，2 名が「やや
役立った」と回答し，その理由として「ポイン
トの部分が赤くぬられていて一目でわかった
点」をあげている．また，「役立った」と答え
た 1 名の学生は，「音の強弱のつけ方や歌い方
がわかりやすかった」ことを理由として述べて
いる．

④すべての音符に指使いをつけた楽譜について，
「役立たなかった」と回答し，「上級よりも初級
の方がピアノの経験がない人が多く使うはずな
ので，初級に指使いをつけた方がよいと思いま
す」との意見があった．

（3）レッスン動画について
「模範演奏」「弾き歌いのポイント解説」および

「ピアノ伴奏動画」を使って，参考になったかど
うか，との質問についての回答を下表にまとめる．

表 5　レッスン動画の試聴結果

模範演奏 ポイント解説 伴奏動画

学生 A
参考に

ならなかった
参考になった 参考になった

学生 B
やや

参考になった
参考になった

やや
参考になった

学生 C 参考になった 参考になった 参考になった

「模範演奏」を試聴して参考になった点として，
「テンポや表情のつけ方など，楽譜だけでは分か
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らない部分が分かったから」をあげている．
また「弾き歌いのポイント解説」で参考になっ

た点は「実際に歌い方を見た方が，ポイントが分
かりやすかったから」と「細かく解説がされてい
て，とても分かりやすかった」からとしている，「ピ
アノ伴奏動画」では参考になった点として，2 名
の学生が「指使いが分かりやすかったから」との
理由をあげている．また，「模範演奏」が「参考
にならなかった」理由として，「初心者のため，
ピアノに注目して見てしまう．そのため，伴奏動
画を主にみていたので，模範演奏はあまり視聴し
なかった．」との記述があり，意図的に試聴しな
かったとのことである．

（4）動画再生機能について
「レッスン動画」の再生機能「AB リピート」「テ

ンポ変更」について，試用の様子を問うた．

表 6　動画再生機能の試用結果

AB リピート テンポ変更

学生 A 役立った
使い方が

分からなかった

学生 B
使い方が

分からなかった
使い方が

分からなかった

学生 C 役立った 役立った

学生A は「AB リピート」機能が「苦手な部分
を集中的に練習するときに役立った」と述べてい
る．学生 B の「使い方が分からなかった」の理
由は「iPhone では利用できなかった」とのこと．
iPhone では動画を再生することはできるが，再
生状態にすると iOS のビデオブラウザーが立ち
上がってしまうため，上の 2 つの機能は使用でき
なかった．学生 A のテンポ変更の「使い方が分
か ら な か っ た 」 理 由 は，「 タ ブ レ ッ ト 端 末

（Android）だとうまく使えなかった」とのこと
である．

（5）その他
①「ピアノ弾き歌い講座」を続けて使用すること

について，検討しますか？との質問について，

学生 2 名は「しない」と回答した．理由は「今
後，弾き歌いをする機会が減るため」「実際に
ヤマハに通っているため」「伴奏が使用しづら
い」

 　「初級のものを弾くくらいなら和音で弾いた
方がよい」「中級を弾きながら歌えない」である．
他の 1 名は「する」と回答し，その場合はプラ
ン C を検討する，と答えている．

②ピアノ弾き歌い講座を試聴したメディアに〇を
つけてください，の質問に対する回答は「表 2 
被験者の情報」に記載した．

5．あとがき

ヤマハ株式会社より提供いただいた「ヤマハ
ミュージックレッスンオンライン」サイト内の「ピ
アノ弾き歌い講座」のレッスンを本学の学生 3 名
に試用した．その直後にアンケートと聞き取り調
査を実施した結果，レッスン動画の視聴について，
弾き歌い学習の「参考になった」または「やや参
考になった」との回答を得た．講師の弾き歌いを
見ることで，楽譜には表せない，微妙なテンポの
揺れや歌とピアノの表現を読み取っている学生も
おり，動画の視聴が有用であると考えられる．ダ
ウンロードした楽譜については，アドヴァイスの
コメント部分に色がつけられていて，ポイントが
分かりやすいので「やや役立った」との回答があ
る一方，授業では大譜表の楽譜を使っているため，
講座の三段譜が読み難い．また，すべての音符に
指使いをつけた楽譜はむしろ初級の楽譜に必要で
はないか，との意見があった．

ML システムを利用し，子どもの歌の弾き歌い
を内容とする授業を支援する観点から「ヤマハ
ミュージックレッスンオンライン」を試用した結
果，次の 2 つの検討事項が考えられる．

1） 楽譜の構成について
2） タブレット端末への対応
楽譜に関しては，3-2 で述べたように，簡易伴

奏譜の多くは大譜表を用いているため，とりわけ
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初学者には声楽の三段譜は取り扱い難いと考えら
れる．2）について，文部科学省では 2020 年まで
に小中学校の生徒 1 人にタブレット端末 1 台を整
備する目標を掲げている．ピアノ学習の自学自習
を支援する目的として，ピアノや電子キーボード
の譜面台上で使えるタブレット端末はパソコンと
比較して使い勝手が向上している．支援教材をタ
ブレット端末に完全に対応させることは急務であ
ろう．
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